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２０１８年４月２０日 

宮越ホールディングス株式会社 

 

 

深圳の再開発地、道路用地等の譲渡価格査定作業始まる 

 

 宮越ホールディングス（ＨＤ）グループは、経済成長率の高さや変化の速さから爆速都市

とも呼ばれる中国・深圳市の中心部で既存の工場用地を再開発し、ハイテク複合都市を建設

する計画を進めている。社内での呼称は「ワールド・イノベーション・センター」（略称Ｗ

ＩＣ）。行政当局の強い要請を受け、当社グループが開発主体となり取り組んでいる。 

深圳市政府は２０１６年、当社グループが土地使用権を所有する同市・福田区の開発予定

地内に道路建設を計画（別掲再開発予定地の全景（写真）と同概略図を参照）、対象となる用地

の使用権を市に譲渡するよう求めてきた。当社グル－プは公共事業でもあり、また再開発に

あたり道路を造る必要性もあることから要請を受け入れることを決めた。このほど、当社グ

ループは２０１４年の資産譲渡の際と同じ資産評価会社を選定し、資産査定の作業に入っ

た。この評価会社は道路用地のほか道路建設で取り壊しが避けられない工場や建物などの

資産価値を査定する。 

２０１４年のケースでは、近隣地域でのオフィスビルやマンションに加えＷＩＣ開発に

よる電力需要増に対応するため、同市は同じＷＩＣ開発予定地の一部に変電所の新設を計

画、用地を買い取ると申し入れてきた。当社グループは開発地域への電力供給という目的を

持っており、これを受け入れた。譲渡価格は２億４９０３万元（４３億５４６０万円）とな

り、譲渡益２億４３８６万元（４２億６４１５万円）が生じている。今回の道路用地の譲渡

は変電所用地の譲渡に続くもので、譲渡の規模は用地が前回の２．１倍、建物が１．６倍で

ある（詳細は別掲概略図内にある土地建物収容面積を参照）。 

現状の敷地面積は１２万７０００㎡。東京ドームのざっと３倍。道路建設で敷地がおおむ

ね均等に４区画に分割されるので、全体の開発を各区画ごとに順次進めやすくなる。ここに

オフィス、商業・サービス施設、住居用ビルなど総床面積７０万㎡の建物群を建設する計画

である。 

（深圳プロジェクトのコーナーではＷＩＣに関わる様々な情報を掲載します） 
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